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年中行事・神事・仏事』、竹林舎、2013 年 3 月
29．『松江市史史料編３古代・中世 1』（共著）、松江市、2013 年 3 月
30．「古代出雲の世界」「『出雲風土記抄』の歴史意識」島根大学編『神話・青銅器・たたら』、今

井書店、2013 年 8 月
31．「日本古代における弩と弩師」『社会文化論集』10、2014 年 3 月
32．『翻刻桑原家本『出雲風土記抄』』『山陰研究』別冊 7、2015 年 3 月
33．「雲州本『延喜式』の校訂と藍川慎」『社会文化論集』11、2015 年 3 月
34．「『出雲国風土記』と斐伊川をめぐる歴史」、島根大学「斐伊川百科」編集委員会編『フィー

ルドで学ぶ斐伊川百科』、今井書店、2015 年 3 月
35．「平安前期の出雲・山陰―東アジア世界・災害・律令制の展開」
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38．「出雲風土記抄の諸本―島根大学附属図書館所蔵の桑原本・望月本・神田本を中心に」『淞雲』

18、2016 年 2 月
39．「日本・渤海関係のなかの音楽―渤海楽と高内弓・板振鎌束をめぐって」『社会文化論集』

14、2017 年 3 月
40．「「出雲国風土記」の交通路と杉沢遺跡」出雲市市民文化部文化財課編『出雲国古代山陰道発

掘調査報告書 出雲市三井Ⅱ・杉沢・長原遺跡の調査』、出雲市教育委員会、2017 年 3 月
41．「本居宣長・小篠敏ネットワークのなかの『出雲風土記抄』」『社会文化論集』14、2018 年 3

月
42．「往生伝」佐藤信・小口雅史編『古代史料を読む』下、同成社、2018 年 6 月
43．「不堪佃田奏にみる政務・儀式・年中行事」仁藤敦史編『古代文学と隣接諸学３古代王権の

史実と虚構』、竹林舎、2019 年 2 月
44．『出雲に来た渤海人』（松江市ふるさと文庫 22）松江市歴史まちづくり部史料編纂課、2019

年 3 月
45．「奈良・平安期の逓送・供給―その展開と国家・地域社会―」佐々木虔一・武廣亮平・森田

喜久男編『古代の道路と輸送』、八木書店、2019 年 5 月
46．「出雲風土記抄の成立と諸本」島根県古代文化センター編『影印出雲風土記鈔（雲州風土記）』、

島根県教育委員会・ハーベスト出版、2021 年 3 月
47．「だれが歴史学を学ぶのか、何のために歴史学を学ぶのか」『歴史評論』859、2021 年 10 月
48．「山陰地域古代交通研究の現状と課題」『古代文化』73-3、2021 年 12 月
49．「近代教科書と再話される「国引神話」」『社会文化論集』18、2022 年 3 月
50．『古代山陰と東アジア』、同成社、2022 年 4 月
51．「古代の出雲―出雲大社、風土記、そして境界への認識」吉村武彦・川尻秋生・松木武彦編『シ
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リーズ地域の古代日本―出雲・吉備・伊予』（角川選書）、KADOKAWA、2022 年 8 月
52．「内山真龍の出雲国踏査―『出雲日記』『弥久毛乃道草』『筑紫日記』の整理―」『山陰研究』

15、2022 年 12 月
53．「野見宿禰伝承地の形成と顕彰」『社会文化論集』19、2023 年 3 月
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1986 年 3 月　関西学院大学大学院社会学研究科博士課程前期課程修了
　　　　　　 （社会学修士）
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1989 年 3 月　関西学院大学大学院社会学研究科博士課程後期課程単位取得後退学

1990 年 4 月　吉備国際大学社会学部講師（1995 年３月まで）
1995 年 4 月　吉備国際大学社会学部助教授（2000 年３月まで）

2000 年 4 月　島根大学法文学部助教授（2004 年 3 月まで）
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学会発表で訪れたトルコにて 島根大学オープンキャンパスにて
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〔研究業績〕

【著書】

１．『現代中国国有企業』（共著），白桃書房，1997 年．
２．『現代中国国有企業Ⅱ』（共著），白桃書房，1999 年．
３．『島根の原発・エネルギー問題を問い直す』（共著），今井書店，2016 年．

【論文】

１．「組織構造の比較研究における技術概念」『関西学院大学社会学部紀要』57 号，121-132 頁，
1988 年．

２．「漁業における乱獲の数理モデル―再生産を伴う資源と社会的ジレンマ―」（共著）， 『理論と
方法』4 巻 1 号，93-116 頁，1989 年．

３．「日本的雇用制度の集団安定性」『関西学院大学社会学部紀要』60 号，157-166 頁，1989 年．
４．「環境保護のための国際協力体制の組織化―数理社会学からの視座―」『吉備国際大学開学記

念論文集：国際社会学研究の視座』67-78 頁，1990 年．
５．「中国の工場における従業員と賃金改革の影響―アンケート調査より―」『吉備国際大学研究

紀要』第 2 号，129-141 頁，1992 年．
６．「利得構造と異質性が協調率に及ぼす影響」『社会的ジレンマに関する数理社会学的研究』（科

研報告書），126-139 頁，1993 年．
７．「中国国営企業の賃金改革後の変化―従業員アンケート調査の時系列的分析―」『吉備国際大

学研究紀要』第 5 号，149-157 頁，1995 年．
８．「漁業における密漁の諸類型」『吉備国際大学社会学部研究紀要』第６号，191-200 頁，1996 年．
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11．「中国国有企業における工員採用権行使の事例研究」『吉備国際大学社会学部研究紀要』第 9 号，

35-47 頁，1999 年．
12．「中国国有企業における全員労働契約制―余剰労働力問題から見た事例研究―」『吉備国際大

学社会学部研究紀要』第 10 号，29-45 頁，2000 年．
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14．「中国国有企業における新たな賃金制度改革の試み」『社会システム論集』第 6 号，51-64 頁，
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用いて―」（共著），『社会文化論集』, 第 4 号，31-39 頁，2007 年．

20．「限界集落に生きる人々の『語り』の共有化の試み」（共著），『山陰研究』第 4 号，1-25 頁，
2008 年．

21．「性役割規範と家族内での葛藤解決方法」『農山漁村における家族ライフスタイルについての
実証的研究―2008 年度調査研究報告書』36-42 頁，2009 年．
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